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青
葉
若
葉
が
す
が
す
が
し
い
、
五
月
の
空
に

鯉
の
ぼ
り
が
ひ
る
が
え
り
、
新
鮮
で
や
る
気
を

起
こ
さ
せ
ら
れ
る
絶
好
の
時
候
を
迎
え
ま
し
た
が
、

町
民
の
皆
様
に
は
厳
し
い
状
況
の
中
、
ど
う
感

じ
て
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
、
せ
っ
か
く
自
然

が
与
え
て
く
れ
る
す
が
す
が
し
さ
を
、
素
直
に

受
け
入
れ
て
お
互
い
に
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。�

　
先
般
の
「
共
創
の
森
づ
く
り
イ
ン
荒
神
島
」

に
は
、
手
弁
当
で
四
百
六
十
人
を
超
え
る
大
勢

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
、

心
強
く
、
大
変
感
激
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
毎
年
実
施
し
て
早
く
緑
を
復
活
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
予
想
以
上

の
成
果
か
ら
可
能
性
を
大
き
く
感
じ
、
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
以

後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
さ
て
、
さ
る
四
月
末
日
を
も
っ
て
町
長
に
就

任
し
て
満
三
年
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
仕
事
の
進
み
具
合
か
ら
は
十
年
以
上
も
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
な
長
さ
を
感
じ
ま

す
が
、
一
方
こ
れ
か
ら
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
考
え
ま
す
と
後
一
年
し
か
な
い
の
か
と
大

変
短
く
も
感
じ
て
い
ま
す
。�

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
こ
の
間
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
議
会
、
企
業
、
職
員
等
関
係
者
の

方
々
の
心
か
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
尽
力
の
お
陰
で
、

前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

　
見
え
て
来
た
光
を
消
す
こ
と
な
く
、
本
当
に

大
き
く
輝
か
す
た
め
に
は
、
こ
こ
数
年
の
頑
張

り
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
の
糧
に
す
べ
く
私
の
十
項
目
の
公

約
の
三
年
間
の
成
果
を
総
括
し
、
今
回
と
次
回

で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
に

対
す
る
ご
意
見
等
が
あ
れ
ば
ど
し
ど
し
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。�

�

◎
経
済
基
盤
の
充
実
と
活
性
化�

　
町
の
活
性
化
は
、
何
と
言
っ
て
も
経
済
と
財

政
の
安
定
と
産
業
の
振
興
が
基
本
で
、
エ
コ
タ

ウ
ン
事
業
の
承
認
を
国
か
ら
い
た
だ
き
、
い
よ

い
よ
新
し
い
直
島
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。�

　
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
山
あ
り

谷
あ
り
辛
抱
も
必
要
で
す
が
、
目
標
は
定
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
直
島
が
一

丸
と
な
っ
て
進
め
ば
、
見
通
し
は
明
る
い
と
確

信
し
て
い
ま
す
。�

　
ベ
ネ
ッ
セ
に
よ
る
第
二
美
術
館
建
設
も
は
じ

ま
り
、
交
流
人
口
は
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
の
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
と
商
業
の
振
興
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、
地
場
産
業
の
育
成
・
特
産
品
開
発
・
観

光
振
興
な
ど
、
多
角
的
な
産
業
基
盤
づ
く
り
に

引
き
続
き
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�
�

◎
医
療
と
福
祉
の
充
実�

　
ふ
れ
あ
い
診
療
所
の
オ
ー
プ
ン
と
救
急
搬
送

体
制
の
整
備
等
で
、
医
療
体
制
は
大
分
充
実
し

て
き
ま
し
た
が
、
看
護
師
の
不
足
、
小
児
科
対

策
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
く
な
お
一
歩
一

歩
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
離
島
で
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
来
年
春
の
オ
ー

プ
ン
を
目
標
に
進
ん
で
お
り
一
安
心
し
て
い
ま

す
が
、
何
と
言
っ
て
も
健
康
で
あ
る
こ
と
が
一

番
で
す
の
で
、
健
康
増
進
対
策
を
は
じ
め
、
障

害
者
福
祉
等
き
め
細
か
な
医
療
・
福
祉
の
充
実

に
さ
ら
に
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�

◎
健
全
な
財
政
運
営�

　
厳
し
い
財
政
状
況
は
依
然
続
い
て
い
ま
す
が
、

診
療
所
、
道
路
整
備
、
住
宅
、
港
の
改
修
、
教

育
施
設
の
整
備
ま
た
町
内
の
ゴ
ミ
を
県
の
施
設

で
焼
却
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
補
助

さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
助
成
な
ど
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
事
業
が
、
借
金
も
あ
ま
り
増
え
ず
貯

金
も
あ
ま
り
減
ら
な
い
で
出
来
て
い
る
こ
と
は
、

驚
き
に
近
い
こ
と
と
喜
ん
で
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
国
に
お
い
て
合
併
の
促
進
ま
た
交

付
税
の
削
減
な
ど
小
さ
い
町
に
対
し
て
厳
し
い

方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
気
を
抜
く
こ
と
な
く
、

離
島
振
興
法
、
辺
地
法
の
有
効
活
用
、
行
財
政

改
革
の
推
進
、
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
税
の
確

保
な
ど
健
全
財
政
に
い
っ
そ
う
努
め
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�

◎
人
口
の
減
少
の
歯
止
め
と
過
疎
化
防
止
対
策
の
推
進�

　
こ
の
対
策
は
、
公
約
全
項
目
を
ク
リ
ヤ
ー
し

て
効
果
が
出
る
も
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
以
前

よ
り
は
多
少
鈍
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
現
在
進
め
て
い
ま
す
環
境
リ
サ
イ

ク
ル
産
業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
雇
用
の
促
進
ま

た
い
ろ
い
ろ
な
波
及
効
果
と
し
て
新
た
な
産
業

も
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
先
は
明
る
い
と
信
じ

て
い
ま
す
。�

　
そ
の
ほ
か
、
緑
化
推
進
、
住
環
境
の
整
備
、

出
産
奨
励
金
な
ど
子
育
て
支
援
、
町
営
で
バ
ス

の
運
行
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
　
特
に
結
婚
の
促
進
ま
た
海
上

交
通
は
、
な
か
な
か
効
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

町
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。�

�

◎
教
育
・
文
化
の
推
進�

　
教
育
面
で
は
、
教
育
施
設
の
整
備
を
順
次
進

め
て
お
り
、
幼
保
一
元
化
、
幼
・
小
・
中
一
貫

教
育
な
ど
特
色
あ
る
直
島
教
育
の
発
展
に
、
教

育
委
員
会
、
先
生
方
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。�

　
生
徒
数
の
減
少
は
、
い
ろ
い
ろ
マ
イ
ナ
ス
面

も
あ
り
ま
す
が
、
離
島
だ
か
ら
、
生
徒
数
が
少

な
い
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
を
活
か
し
て
、
こ

と
し
か
ら
週
休
二
日
制
、
研
究
開
発
指
定
校
な

ど
大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
胸
を
張
れ
る

直
島
教
育
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

　
高
校
通
学
費
助
成
ア
ッ
プ
、
有
名
人
を
招
い

て
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
外
国
人
講
師
に
よ

る
英
語
教
育
、
町
内
遊
具
の
充
実
、
Ｉ
Ｔ
教
室

の
開
催
な
ど
に
加
え
、
新
た
に
少
年
の
夢
育
み

事
業
、
青
年
応
援
事
業
、
直
島
ふ
れ
ん
ど
ル
ー

ム
な
ど
を
実
施
し
、
青
少
年
の
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。�

　
文
化
面
で
は
、
つ
つ
じ
太
鼓
、
女
文
楽
な
ど

郷
土
芸
能
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
の
文
化
、
芸

能
の
幅
の
広
い
奥
の
深
い
活
発
な
活
動
ま
た
他

町
と
の
文
化
交
流
の
広
が
り
な
ど
に
感
銘
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
も
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

　
ま
た
ベ
ネ
ッ
セ
に
よ
る
第
二
美
術
館
建
設
、

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
町
の
景
観
整
備
の

推
進
、
民
間
に
よ
る
郷
土
史
の
研
究
の
広
が
り

な
ど
、
町
の
一
方
の
目
玉
で
あ
る
世
界
へ
文
化

を
発
信
す
る
基
地
と
し
て
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。�

　
自
身
の
心
の
豊
か
さ

を
養
う
と
と
も
に
、
大

い
に
文
化
を
自
慢
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。�

　
少
し
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
あ
と
の
項
目
は

六
月
号
で
。�

�
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55月月��

10日（金）オリコンシングルチャート（J-POP）�

11日（土）オリコンシングルチャート（J-POP）�

13日（月）新譜アルバム特集（クラシック）�

14日（火）洋・邦テーマ別特集（J-POP）�

15日（水）オリコンシングルチャート（歌謡演歌）�

16日（木）新譜、再発アルバム（JAZZ）�

17日（金）童謡、こどものうた�

18日（土）童謡、こどものうた�

20日（月）シングル総合チャート（ロック・ポップス）�

21日（火）新譜ヒットシングル（R＆B/SOUL）�

22日（水）クラシックピアノ�

23日（木）琴曲、日本の調べ�

24日（金）最新ダンスミュージックヒッツ�

25日（土）最新ダンスミュージックヒッツ�

27日（月）交響曲、管弦楽曲、協奏曲（クラシック）�

28日（火）名盤アルバム（ロック・ポップス）�

29日（水）カントリー（ロック・ポップス）�

30日（木）ヒップホップ、ラップ（R＆B/SOUL）�

31日（金）通信カラオケDAMチャート（歌謡演歌）�

M A Y

66月月��

１日（土）通信カラオケDAMチャート（歌謡演歌）�

３日（月）ラヴバラード（J-POP）�

４日（火）フュージョン、スムースジャズ（JAZZ）�

５日（水）ユーロビート、ユーロトランス（CLUB/DANCE）�

６日（木）J-POPヒット曲インストゥルメンタル・ア

　　　　　レンジ�

７日（金）通信カラオケDAMチャート（J-POP）�

８日（土）通信カラオケDAMチャート（J-POP）�

J U N E

※番組は、予告なく変更になる場合がありますがご了承ください。�

5月のオフトーク通信4ＣＨの番組表です。どうぞ、お楽しみください。�

ふれあい通信なおしまだより�

オフトーク通信のちょっと質問�
　　放送がずっと流れて止まらないのですが…。�
　　�
　　2CHになっていませんか。確認してください。�
　　�
　　臨時放送が聞こえないのですが…。�
　　�
　　スピーカーの入・切りボタンは、「入」になってますか。�
　　どこかのチャンネルで待機状態にしておいてください。�
�
　故障かなって思ったら、ボリューム・放送時間帯を確認してく
ださい。�
　故障受付は、113番へお願いします。�

Q
A
Q
A

　直島をより多くの方に知っていただこうと、昨年
１年間をかけて直島町の歴史や文化、また、四季折々
のみどころや名所などを収録した直島町の紹介ビデ
オがこのたび完成しました。�

　４月30日（火）、小林トキコさん（積浦）が満百
歳を迎えられ、そのお祝いに�田町長・丸山住民福
祉課長が訪問しました。�
　小林さん、いつまでもお元気でお過ごしください。�

～直島町の紹介ビデオができました～�

○収録内容（24分）�

　オープニング�
　直島の歴史と文化�
　直島の基幹産業�
　直島のリゾート、文化、伝統�
　エンディング�

○代　　金�

　１本　1,000円�
　　（送料別途）�

　町民の方などで購入をご希望さ
れる方は、５月１日より直島町総
務課（1087－892－2222）窓口で
販売していますのでお早めにご購入ください。�

3

瀬戸内から世界へ�
自然と文化と環境の島�
明日を拓く直島町�

小林トキコさん�
百歳�

おめでとうございます�
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　６月１日、商業統計調査が全国一斉に行われます。�

　商業統計調査は、全国の卸売・小売事業所を漏れなく

調査して、わが国の流通産業構造や商業活動の実態を明

らかにするために行われます。�

　５月下旬、調査員が調査票の記入のお願いに、各事業

所を訪問いたしますので、ご協力ください。なお、疑問

点や不明点がございましたら、役場総務課に直接お尋ね

ください。�

　全国人権擁護委員連合会では、人権擁護委員法が施行

された６月１日を「人権擁護委員の日」と定めており、

高松法務局と香川県人権擁護委員連合会では、この日を

中心に、人権擁護委員制度の周知及び人権思想の普及・

高揚に努めています。�

　皆さんの中で、差別問題、家庭内の問題（夫婦、親子、

結婚、離婚、扶養、相続など）、借地借家の問題、隣近

所とのもめごと、外国人差別の問題などでお困りの方は、

人権相談所あるいは地元の人権擁護委員にお気軽にご相

談ください。相談内容などの秘密は固く守られます。�

　また、いじめ・体罰など子どもに関する相談・情報は、

子どもの人権110番（1821－6196　高松法務局人権擁護部）

まで、また、夫やパートナーからの暴力や職場でのセク

シャル・ハラスメント、ストーカー行為などでお困りの

方は、女性の人権ホットライン（1821－6181　高松法務

局人権擁護部）まで、気軽にお電話ください。�

　当町の人権擁護委員は次の方々です。�

�

�

�
�

※　人権相談の開設場所などについては、開設する月の

　わがまちのカレンダーに掲載しています。�

◎運転免許更新の負担軽減！�
　・過去５年間に違反１回（３点以下）の運転者も、免
許証の有効期間が５年になります。�

　・更新期間が誕生日をはさむ２カ月間（誕生日の１カ
月前から１カ月後まで）�

　・優良運転者は住所地以外でも更新ができます（優良
運転者の通知書を持参）�

◎高齢者講習、高齢者マークの対象が「70歳から」に拡大！�
◎悪質・危険な違反の罰則等強化！�
　・懲役刑1.5～４倍、罰金刑2.5～6倍�
　・酒気帯び基準が強化（血液1m 中アルコール濃度）�
　　改正前0.5mg以上⇒改正後0.3mg以上�
　・呼気1 中アルコール濃度�
　　改正前0.25mg以上⇒改正後0.15mg以上�
◎悪質違反の違反点が大幅アップ！�
◎ひき逃げ点も大幅アップ！�
　・ひき逃げ（10点⇒23点）�
　・あて逃げ（５点から変更なし）�
◎故意の事故点�
　・改正前35点⇒改正後45点�

ご協力お願いいたします、商業統計調査�

あなたが支える赤十字の活動�
―５月は、赤十字社員増強運動月間です。―�

「人権擁護委員の日」をご存知ですか！？� 平成１４年６月１日より　　　　　�
　道路交通法が一部変わります�

受付期間　平成14年５月１日～５月下旬�

応 募 資 格　18歳以上27歳未満の男子�

試 験 期 日　６月上旬�

合格発表　７月上旬�

身分・待遇　特別国家公務員�

給　　　与　初任給（163,300）賞与（年３回）�

休日・休暇　完全週休２日制�

自衛官募集�

２等陸海空士募集（７月入隊）�

お問い合わせは、自衛隊高松募集事務所�
1 861－2590 まで�

６月１日は、「人権擁護委員の日」です。�６月１日は、「人権擁護委員の日」です。�

役場総務課　1　892－2222

下 津 門 司 �
奥 田 俊 彦 �

「赤十字社員」にご加入ください。�

　５月１日から１カ月間、全国一斉に赤十字社員増強運

動が「THE POWER OF HUMANITY ～人道は限りな

い力」の標語のもとに展開されます。�

　日本赤十字社は、人道・博愛の精神に基づき、皆様方

のご支援のもと、アフガニスタンでの紛争による難民の

救援活動などのように、世界各地で頻発している自然災

害や紛争などによる被災者・難民の救援活動や発展途上

国に対する援助などの国際活動を行い、また、国内にお

いても阪神・淡路大震災や三宅島の火山活動のような自

然災害に対する災害救護活動、家庭看護法・救急法など

の講習の普及、奉仕団・青少年赤十字活動の充実、血液

事業の推進などさまざまな事業を実施しております。�

　これら赤十字事業の財源は、皆様方が日本赤十字社の

社員に加入して納めていただく社費によって賄われてい

ます。一人でも多くの方々の赤十字社員へのご加入により、

その事業も一層拡充発展す

ることが可能となります。�

　日本赤十字社の事業に一

層のご理解を賜り、この機

会にぜひ赤十字社員にご加

入くださいますようお願い

申し上げます。�

　なお、赤十字奉仕団員な

どが社員加入のお願いにお

伺いした節は、よろしくお

願いいたします。�
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広�報�

情報�
BOX
情報�
BOX

行政相談�

◎日　時　5月２1日（火）�

　　　　　10：00～15：00�

◎場　所　西部公民館�

◎相談員　土井　厚�

�

※お気軽にご相談ください。�

人権相談�

◎日　時　6月3日（月）�

　　　　　10：00～14：00�

◎場　所　直島町役場�

◎相談員　下津門司�

　　　　　奥田俊彦�

※お気軽にご相談ください。�

税務課のお知らせ�

今月の納期�
�

軽自動車税……全期分�
�

納付期限 ５月３１日�

～町営バスのデザイン・愛称を募集します！！～�

　ふれあい診療所の診療日は、月曜日から金曜日までで、

土・日・祝祭日、また、夜間は休診となっております。�

原則として、休日・夜間は緊急を要する救急患者のみが

対象となっていますので、救急以外での診察は、通常の

診療時間内にお願いします。�

　また、救急患者が発生した場合は、まずふれあい診療

所に電話連絡（892－2266）してから診察を受けるよ

うにしてください。�

　さらに、診察を受ける場合は、医師の指示により原則

として家族・身内の方などが搬送してください。ただし、

家族などで対応ができない場合は第一報した時、その旨

を伝えてください。医師の指示で救急搬送員が対応します。�

休日・夜間の救急患者の　　　�
　　　受け入れについてお願い�

“たばこは町内で買いましょう”�
直島町内で販売された�

“たばこ”の税は直島町に入ります。�

　７月（予定）から町営バスの運行が始まります。これから、皆さんの通勤・通学・通院・買い物などの足として運行予定のバスの

デザイン・愛称を募集します。皆さんのアイデアをお待ちしています。�

お問い合わせ　（社）玉野市観光協会�
1 0863－21－3486

第６回たまの・港フェスティバル�

　春の玉野まつりとして位置づけ、今年が第６回目。

「海・港・船をテーマにした玉野でしかできないイベ

ント」を合い言葉に、今年は豪華客船“ふじ丸”・帆

船“あこがれ”・護衛艦・巡視艇・消防船が来航、船

上結婚式・ステージアトラクション・フリーマーケッ

トなど、イベント盛りだくさん。�

５月24日（金）（当日消印有効）�

〈デザインの部〉�

・用紙に指定はありませんので、直島の特産・名所などバスのデザインと住所（地区）・氏名・年齢・性別・

電話番号・職業（学年）明記の上、下記宛に送付又は持参して下さい。�

・バスはマイクロバス（福祉センターのバスとほぼ同一のサイズ）で、

車体の色は薄い紫色です。（右図）⇒�

　□線画でも色づけをしてもどちらでも可�

〈愛称の部〉�

　官製はがき又は電子メール（somu3@town.naosima.kagawa.jp）に町

営バスの愛称と住所（地区）・氏名・年齢・性別・電話番号・職業（学年）

を書いて下記宛に送付して下さい（１枚のハガキで２点まで応募できます。）�

〒761-3110　香川郡直島町1122-1　直島町役場総務課「町営バスデザイン・愛称募集」係まで�

町営バス運行開始記念式典にて�

・デザインの部・愛称の部　優秀賞　各１、入賞　各４については、記念品を贈呈いたします。�

・応募作品は返却いたしません。�

・採用作品のオリジナリティーは尊重しますが、実際に使用する際は一部変更したり、手直しする

　ことがあります。�

・デザインの部については、別紙下絵をご利用ください。�

締め切り�

応募方法�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

応 募 先�

審査発表�

賞 品�

そ の 他�

日時�
�
場所�

５月25日（土）10：00～18：00�
５月26日（日）９：00～18：00�
田井新港一帯�

5



献血（三菱生協前）9：30～12：30・（役場前）13：30～16：00

風疹予防接種（中学校保健室）13：50～�

平成14年度軽自動車税全期分納付期限�

平成14年商業統計調査基準日�

町県民税納税通知書発送�
人権相談（役場）10：00～14：00

百日咳・ジフテリア・破傷風三種混合予防接種�
（福祉センター会議室）13：00～13：15

日本脳炎予防接種（小学校保健室）13：50～�
楽しい健康体操普及教室（勤労者体育センター）13：30～15：30

2002.5.10～6.9

行事につきましては、変更する場合がありますのでご了承ください。�
�
直島町役場電話番号（ご用の方は下記の番号にお尋ねください。）�

１�

・芒種�

・気象記念日�
・電波の日�

・環境月間（～30日）�
・人権擁護委員の日�

・ごみゼロの日�
・ごみ減量・リサイクル推進週間（～6月5日）�

・世界環境デー�
・環境の日�

・歯の衛生週間�

２６�
２７�
２８�
２９�
３０�
３１�
　�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�

（不燃物・資源）�
　積浦・本村・文教区・�
　納言様・ヘキ�

６�

★
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

不
法
電
波 

電
波
利
用
保
護
旬
間 

６
月
１
日
〜
６
月
１０
日�

電
波
の
正
し
い
利
用
が
、私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。�

電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

赤 口�

先 勝�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�

友 引�

892-2222�
892-2223�

3400�
892-2882

総 務 課�
住 民 福 祉 課�
�
教 育 委員会�

建 設 経 済 課�
税 務 課�
企 画 環 境 課�
町 立 診 療 所�

水 道 課�
出 納 課�
議 会 事 務 局�

892-2224�
892-2296�
892-2020�
892-2266�
892-2458

892-2225�
892-2295�
892-2297

総 合 福 祉 センター（ 社 会 福 祉 協 議 会 ）�



５�
１０�

見
や
す
い
と
こ
ろ
へ
貼
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い�

ゴ
ミ
は
可
燃
物
・
不
燃
物
・
資
源（
空
き
缶
、ガ
ラ
ス
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
）に
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、決
め
ら
れ
た
日
に
、決
め
ら
れ
た
袋
に
入

れ
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。�

【可燃物の日】�
�
【不燃物・資源の日】�

※救急連絡先�
◎全ての曜日の夜間・土日・祝祭日・年末年始�

 直島町立診療所  ～ふれあい診療所～ （1892-2266）�

毎週月・木曜日（積浦・本村・文教区・納言様・才ノ神・ヘキ）�
毎週火・金曜日（宮ノ浦・宮社・鷲ノ松）�
カレンダーに掲載しています。�

健康相談（積浦集会所）9：00～9：30・（民生会館）10：00～10：45・�
（才ノ神老人ホーム）11：00～11：45・（文教集会所）13：15～13：45・�
（宮社集会所）14：00～14：45・（福祉センター分館）15：00～15：30

 子宮頚部がん検診（積浦集会所）12：30～13：30・（町役場前）13：30～14：30・�
（西部公民館）15：00～16：00

百日咳・ジフテリア・破傷風三種混合予防接種（福祉センター会議室）13：00～13：15�
結核肺ガン検診（積浦集会所）9：40～11：30・�
（役場前）12：30～14：30・（西部公民館）15：00～16：00

 子宮頚部がん検診（ヘキ集会所）9：00～9：30・（生協本店前）10：15～11：00・�
（福祉センター分館）11：15～12：00�
楽しい健康体操普及教室（勤労者体育センター）13：30～15：30

（不燃物・資源）�
　積浦・本村・文教区・�
　納言様・ヘキ・離島地区�

（不燃物・資源）�
　宮ノ浦全地区・宮社・�
　鷲ノ松・才ノ神�

１１�
１２�
１３�
１４�
１５�
１６�
１７�
１８�
１９�
２０�
２１�
２２�
２３�
２４�
２５�

N A O S H I M A  C A L E N D A R  2002. M A Y / J U N E

�

・国際善意デー�

�
・赤十字社員増強運動月間（5月1日～31日）�

・愛鳥週間�

・民生委員・児童委員の日�
・民生委員・児童委員活動強化週間（～18日）�

・母の日�

・小満�

芸能大会（福祉センター）12：00～�

行政相談（西部公民館）10：00～15：00�
胃検診（積浦集会所）8：30～10：00�
第14回直島町民ゴルフ大会（玉野GC）8：30～�

胃検診（役場前）8：30～10：00�
機能訓練教室（福祉センター会議室）13：30～16：00

胃検診（西部公民館）8：30～10：00

胃検診（福祉センター分館）8：30～10：00�
いきいきふれあい元気塾（積浦集会所）10：00～12：30

松くい虫防除薬剤地上散布（1回目）（～26日）雨天の場合順延�
ゲートボール直島大会（町民グラウンド）9：30～�

赤 口�

先 勝�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�



New Teacher

Introduction

2002.5
広�報�

①
名
前
　
　
②
趣
味�

③
現
在
の
受
け
持
ち
ク
ラ
ス�

④
直
島
町
の
第
一
印
象
な
ど�

①
大
西
　
利
昭�

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
数
少
な
い
？
マ
ッ
ク
ユ
ー
ザ
ー
で
す
）
で
絵
を
描
い
た
り
、
ビ

デ
オ
編
集
を
す
る
こ
と
で
す
。�

③
障
害
児
学
級
の
担
任
で
す
。
教
科
は
美
術
で
す
。
今
年
か
ら
六
年
生
の
図
工
も
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

④
咲
き
誇
る
桜
や
つ
つ
じ
の
美
し
さ
に
ま
ず
目
を
奪
わ
れ
、
自
然
の
豊
か
さ
に
感
動

し
ま
し
た
。
そ
の
自
然
の
中
に
さ
り
げ
な
く
展
示
さ
れ
た
現
代
彫
刻
の
数
々
、
そ

し
て
現
代
的
な
美
術
館
…
。
自
然
を
愛
し
、
文
化
を
大
切
に
す
る
直
島
で
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
、
学
ん
で
い
け
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。�

①
山
地
　
茂
之�

②
趣
味
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
歌
う
こ
と
が
好
き
で
す
。
歩
き
な
が
ら
、
勝

手
に
節
を
つ
け
て
歌
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。�

③
五
年
生
担
任
。�

　
元
気
で
素
直
な
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
笑
顔

や
思
い
や
り
が
い
っ
ぱ
い
の
ク
ラ
ス
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

④
着
任
式
の
時
に
、
前
の
学
校
（
庵
治
小
学
校
）
で
、
子
ど
も
た
ち
が
私
の
お
腹

を
さ
わ
り
に
き
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
、
「
み
ん
な
も
さ
わ
っ
て
も
い
い
ん

で
す
よ
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
『
お
腹
タ
ッ
チ
』
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。�

　
自
然
い
っ
ぱ
い
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

①
坂
下
　
浩
和�

②
旅
行
が
好
き
で
、
日
本
全
国
あ
ち
ら
こ
ち
ら

へ
と
行
っ
て
い
ま
す
。�

③
担
当
教
科
は
社
会
科
で
す
。
ま
た
、
三
年
生

の
担
任
と
し
て
ク
ラ
ス
全
員
が
希
望
の
進
路

に
進
め
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

④
三
月
末
に
宮
浦
港
に
来
た
と
き
、
大
き
な
横

断
幕
で
生
徒
が
あ
た
た
か
く
歓
迎
し
て
く
れ

て
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
薄
紫
色

の
山
つ
つ
じ
の
花
、
瀬
戸
の
島
々
、
こ
う
し

た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
な
か
で
教
育
活

動
が
行
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

①
櫛
本
　
英
行�

②
マ
ン
ガ
の
本
を
集
め
る
こ
と
で
す
。
（
現
在

は
、
本
の
保
管
場
所
に
困
っ
て
い
る
の
で
あ

ま
り
買
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
）�

③
保
健
体
育�

④
今
年
は
、
暖
か
く
桜
の
花
が
早
く
咲
い
た
よ

う
で
す
が
、
校
庭
の
桜
が
た
い
へ
ん
き
れ
い

だ
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。�

①
杉
浦
　
和
典�

②
趣
味
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
高
校
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
今
も
下
手
の
横

好
き
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
サ
ー
ド
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
体
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
い
状
態
で
す
。
直
島
で
は
こ
ん
な
体
を
再
度
き
た
え
直
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ウ
ナ
も
大
好
き
で
週
に
一
回
程
度
は

健
康
的
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。�

③
三
年
担
任
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
四
十
八
の
瞳
に
囲
ま
れ
て
楽
し
い
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。�

④
で
っ
か
い
海
、
潮
の
香
り
、
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
直
島
町
に
転

任
し
て
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
家
庭
を
離
れ
、
心
機
一
転
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
町
の
皆
様
も
素
朴
で
純
粋
で
、
早
く
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
力
不
足
の
う
え
に
慣
れ
な
い
こ
と

ば
か
り
で
毎
日
が
そ
の
日
暮
ら
し
で
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

新
し
い
先
生
を

　
　
ご
紹
介
し
ま
す

①
菅
　
　
瑞
穂�

②
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
好
き
で
す
。
ま
た
昔
か
ら
大
リ
ー

グ
に
興
味
が
あ
り
、球
場
で
試
合
を
観
戦
し
た
こ
と
が
あ
り
、雑
誌
等
も
た
く
さ
ん
持

っ
て
い
ま
す
。�

③
新
採
の
教
頭
で
す
。�

④
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
生
活
は
、毎
日
新
鮮
な
感
動
が
あ
り
ま
す
。
毎
朝
聞
こ
え
て
く

る
小
鳥
の
鳴
き
声
、島
内
の
至
る
所
に
あ
る
桜
並
木
、寮
か
ら
見
え
る
港
の
眺
め
な
ど

は
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
仕
事
や
生
活
に
早
く
慣
れ
る
よ
う
に
し
て
、子
ど
も
た

ち
と
共
に
学
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�
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広�報�

New 

　 Office

　staff

新
し
い
役
場
職
員
で
す

Welcome New Doctor

新
し
い
お
医
者
さ
ん
が
や
っ
て
き
た

①
山
下
　
　
光�

②
パ
ズ
ル
。�

　
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
や
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
、
ス
ケ
ル
ト
ン
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ス
な
ど
な
ど
…
…
。

最
近
で
は
パ
ズ
ル
と
い
っ
て
も
ど

ん
ど
ん
新
し
い
パ
ズ
ル
が
あ
っ
て

解
く
の
が
楽
し
い
で
す
。�

③
数
学
の
授
業
を
担
当
し
ま
す
。
十

二
〜
十
八
人
ぐ
ら
い
の
少
人
数
で

学
習
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
一
緒
に

数
楽
し
ま
し
ょ
う
。�

④
緑
と
海
に
囲
ま
れ
て
、
す
ご
く
の

ん
び
り
過
ご
せ
そ
う
な
所
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
、

こ
の
生
活
に
慣
れ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

・�

　
五
月
一
日
の
人
事
異
動
で
�
橋
索
真
医
師
が
ふ
れ
あ
い
診
療
所
で
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
�
橋
医
師
は
、
県
立
中
央
病
院
か
ら
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
内
科
が
専
門
で
す
が
、

小
児
科
、
整
形
外
科
も
研
修
を
積
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
結
婚
さ
れ
て
お
り
、

今
回
奥
さ
ん
も
ご
一
緒
に
直
島
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
顔
を
早
く
覚
え
、
頑
張
り
た
い
と
抱
負
を
語
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
直
島
東
駐
在
所
に
吉
岡
唯

警
部
補
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

吉
岡
さ
ん
は
坂
出
警
察
署
刑

事
課
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
異
動
で
直
島

に
来
ら
れ
ま
し
た
。
野
山
の

散
策
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
的
な

こ
と
が
お
好
き
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
柔
道
は
４
段
と

い
う
こ
と
で
町
内
の
安
全
と

平
穏
の
確
保
の
た
め
に
ご
活

躍
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
直
島
町
の
印
象
は
人

情
味
豊
か
で
親
切
な
人
が
多

く
、
風
光
明
媚
で
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
異
動
で
島
を
離

れ
る
時
に
は
泣
い
て
離
れ
ら

れ
る
よ
う
、
親
し
ま
れ
る
駐

在
さ
ん
に
な
れ
た
ら
と
抱
負

を
語
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
吉
岡
さ
ん
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

①
宮
崎
　
　
覚�

②
書
道�

　
昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
の

こ
ろ
に
習
っ
て
い
た
と
き
は
、
い
や

で
い
や
で
好
き
に
は
な
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
大
人
に
な
っ
て
始
め
て

み
る
と
楽
し
く
毎
月
の
課
題
が
楽
し

み
で
す
。�

③
二
年
生
担
任�

④
潮
風
が
と
て
も
す
が
す
が
し
く
、
気

持
ち
よ
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

祖
父
母
の
家
が
西
譛
の
島
に
あ
る
の
で
、

直
島
に
来
て
、
と
て
も
な
つ
か
し
い

思
い
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
子
ど
も
達
も
と
て
も
明
る
く

素
直
な
子
ば
か
り
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

①
田
辺
　
慈
栄�

②
水
彩
画
を
描
く
こ
と
で
す
。
特
に
風
景

が
好
き
な
の
で
、
直
島
町
の
港
や
町
並

み
を
絵
手
紙
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

③
住
民
福
祉
課
で
主
に
栄
養
改
善
事
業
や

母
子
保
健
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
役
場
の
外
で
活

動
す
る
事
も
多
い
の
で
、
早
く
仕
事
に

慣
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。�

④
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
前

向
き
に
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

①
名
前  

②
趣
味  

③
現
在
の
仕
事  

④
町
民
の
み
な
さ
ん
に
一
言�

　
ふ
れ
あ
い
診
療
所
の
医
師
は
自
治
医
科
大
学
卒
業
の
医
師
で
す
。
自
治

医
科
大
学
は
全
国
の
都
道
府
県
が
共
同
し
て
設
立
し
た
大
学
で
、
全
て
の

科
目
の
診
療
が
で
き
る
総
合
医
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
卒
業
医
師
は
、
概

ね
九
年
間
の
義
務
年
限
が
課
さ
れ
、
県
内
の
地
域
医
療
の
確
保
・
向
上
を

図
る
た
め
に
地
方
自
治
体
の
医
療
機
関
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。�

ご

存

知

で

す

か

？

直
島
東
駐
在
所�

吉
岡
警
部
補
着
任�

直
島
東
駐
在
所�

吉
岡
警
部
補
着
任�
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2002.5
広�報�

第41回讃岐地区�
　　消防連合演習開催�

5月1日に釣り堀が　�
　オープンしました�

　４月21日（日）、中学校体育館に、木田・香川郡内
の消防団が集まりました。式典では、直島町から功
績章で東本健次さん、井上謙一さん、功労章で山
中巨さん、米谷和也さん、久我秀夫さん、特別表彰
で直島町消防団第３分団操法チームが表彰され
ました。�

　町民みんなが楽しめるイベントとして、今年で11回目
となります。�
　ステージでの迫力のあるアカペラミニライブ、ドキドキ
のイリュージョンマジックショー、幼児学園のかわいい出
演や、フロアでのフリーマーケット、懐かしのゲーム、屋
台と、参加者は気候の良い春の一日を思い思いに楽し
んでいるようでした。�
　終盤での綱引き大会では緊迫した対決に観客の応
援にも力が入り、盛り上がりが最高潮に達しました。�

　４月28日（日）、活きのよい鯛800匹がつり公園の
釣り堀に放されました。昨年に引き続き今年も５月１
日（水）にオープンしました。是非、お楽しみください。�

づくりin荒神島」�

つつじ祭り�
●釣り堀入園料…�

●お問い合せ先…�

大人200円　小人100円で、
釣った魚は１kgあたり鯛
1,600円、ハギ1,000円でお
持ち帰りいただけます。�

直島つり公園�
1892－2891�

建 設 経 済 課�
1892－2224�

まで�

平成1４年４月28日（日）�
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CAMERA REPORT
カメラ�
  リポート�
カメラ�
  リポート�
カメラ�
  リポート�

広�報�

ホタルの幼虫を放流�
～６月にはホタル祭りを計画～�

ニック先生ら24人の�
　　　外国青年と交流�

　４月20日（土）、小学校で、今ではすっかり直島
に慣れ親しんでいるニック先生をはじめ、県下の
外国青年が小学生と交流しました。多くの外国
青年が協力してくれたのは、ニック先生の人柄の
おかげでしょう。みんなことばに苦労しながら、楽し
い時間を過ごせたようです。�

　４月14日（日）には予想をはるかに越える460人
余りの人が参加しました。天気にも恵まれ、順調に
作業も進みました。瀬戸内海の輝きとともに、緑の
復活を願う多くの人の汗が輝いていました。�

　４月９日（火）、小
学校５年生の児童
がホタルの幼虫を中
学校の池に放流し
ました。�
　１月に塩江町から
分けてもらい、これま
で飼育してきました。�
　６月にはホタル祭
りも計画しているそう
です。�

第１回「共創の森�

第11回　直島�
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広�報�

平成１４年８月から、住基ネットワークの�
運用がスタートします�

住民基本台帳ネットワークシステムでひらくIT社会�

●平成14年8月以降順次実施�

全国の市区町村の住民基本台帳と都道府県・指定情報処理機関をネットワークで結び、�
電子政府・電子自治体の基盤をつくります。�

　住民基本台帳は、選挙人名簿の作成、国民健康保険や国民年金の被保険者としての資格の管理など、市区町村の

行政サービスの基盤として住民の利便増進のために活用されており、住民の皆さんの氏名、住所、生年月日、性別、

本籍地など情報のほか、国民健康保険や国民年金等の情報が記載されています。�

�

　今回の住民基本台帳法の改正により、住民票の記載事項として新たに住民票コードを加え、これを基に全国共通

の本人確認ができる仕組みが整備されることとなり、法律に定められた国の機関等に対する本人確認情報（①氏名、

②生年月日、③性別、④住所、⑤住民票コード及びそれらの変更年月日など最小限の関連情報である⑥付随情報）

の提供や市区町村の区域を越えた住民基本台帳に関する事務処理の効率化を行うための体制を整備し、併せて個人

情報である本人確認情報を保護するための措置が講じられることとなりました。�

�

（１）法律で定める国の行政機関等に対する本人確認情報の提供（平成14年8月以降）�

　住民の皆さんが恩給、年金、児童扶養手当などの支給を受ける場合や不動産鑑定士の登録などの資格付与を受け

る際に、住所確認等のため住民票の写しの添付が求められる場合があります。�

　住基ネットワークでは、住民基本台帳に記載されている個人情報の内、本人確認情報のみを都道府県や指定情報

処理機関（財団法人地方自治情報センター）が電子情報として保有し、住民基本台帳法に規定された国の行政機関

等に提供するので、住民の皆さんは住民票の写しを取りに行くなどの負担が軽減され、本人確認情報の提供を受け

た国の行政機関等では事務処理の効率化が図られるようになります。�

　なお、住基ネットワークによって都道府県や指定情報処理機関が保有する情報は本人確認情報だけであり、国の

行政機関等への本人確認情報の提供についても、住民の居住関係の確認のための請求があったときに限定し、個別

目的ごとに法律の根拠が必要なほか目的外の利用は禁止されています。従って、国民に付した番号のもとに、国が

あらゆる個人情報を一元的に収集管理する、いわゆる「国民総背番号制」とは全く異なるものです。�

　次月号で引きつづき住基ネットワークについてご紹介いたします。�

住民基本台帳ネットワークの概要�

2

各種行政手続の住民票の写しの添付が、不要となります。�

住民票の写しを�
忘れてしまったわ。�

住基ネットで確認
できますので、住
民票の写しは不
要です！�

不 要�
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広�報�

地
　
区
　
誕
生
日
　
　
　
　
　
　
お
父
さ
ん�

　
　
　
　
な
ま
え
　
　
　
　
　
　
お
母
さ
ん�

　
　
　
　
　
4
・
5�

鷲
ノ
松
　
岡
本
　
恵
和
　
博
文�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
恵�

　
　
　
　
　
4
・
7�

鷲
ノ
松
　
十
河
　
あ
や
　
利
樹�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
子�

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
（
敬
称
略
）�

　
す
こ
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す�

�

あ
や
な�

※
こ
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
担
当
窓
口
で
、そ
の
旨
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。�

寄
付
の
お
礼�

�

地
　
区
　
　  

氏
　
　
名
　
　
年 

齢�

本
　
村
　
　
菊
地
　
　
　
優
　
50�

お
く
や
み

お
く
や
み
（
敬
称
略
）�

　
つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

�

▼
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
直
島
生
活
協
同
組

合
様
よ
り
給
食
セ
ン
タ
ー
、
幼
稚
部
、

保
育
部
に
給
食
材
料
費
（
平
成
十
三

年
十
月
分
〜
十
四
年
三
月
分
）
と
し

て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

▼
本
村
の
橋
勝
美
様
よ
り
亡
母
橋
タ
ケ

ノ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
直
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
本
村
自
治
会
、

婦
人
会
本
村
支
部
、
本
村
長
寿
会
に

対
し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。�

▼
積
浦
の
高
橋
猛
様
よ
り
亡
妻
高
橋
政

子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
積
浦
自

治
会
、
積
浦
老
友
会
、
婦
人
会
積
浦

支
部
、
直
島
町
福
祉
協
議
会
に
対
し

て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

▼
本
村
の
山
名
康
子
様
よ
り
亡
母
平
浜

幸
江
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
町
福

祉
事
業
、
本
村
自
治
会
、
本
村
長
寿

会
に
対
し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。�

▼
宮
ノ
浦
の
川
本
か
ほ
る
様
よ
り
亡
夫

川
本
明
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
直

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
宮
ノ
浦
自

治
会
に
対
し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。�

▼
本
村
の
菊
地
玉
喜
様
よ
り
亡
子
菊
地

優
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
本
村
自

治
会
、
本
村
長
寿
会
、
婦
人
会
本
村

支
部
、
直
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。�

スポーツ通信�

平成14年4月21日（日）　倉敷山陽ハイツ�

◎第21回プロボクシング桃太郎ファイト�

町営住宅の入居者募集�町営営住宅宅の入入居者者募集集�
　町営住宅地蔵山第１団地の入居者を次のとおり
募集します。�

１．場　　所　直島町3653番地16�
２．募集戸数　１戸�
３．規　　格　公営住宅（旧第２種）　�
　　　　　　　簡耐平屋　２ＤＫ�
４．家　　賃　一般世帯�
　　　　　　　　6,200円～10,300円（月額）�
　　　　　　　高齢者・障害者世帯�
　　　　　　　　6,200円～18,000円（月額）�
５．申込みが　①町内に住所を有する者�
　　できる者　②同居親族がある者�
　　　　　　　③現在住宅に困窮している者�
　　　　　　　④収入が所定の基準に該当して
　　　　　　　　いる者�
６．申込みに　①入居許可申請書�
　　必要なもの　（建設経済課にあります）�
　　　　　　　②住民票�
　　　　　　　③源泉徴収票（平成13年分）�
　　　　　　　④確定申告をした方はその確　
　　　　　　　　定申告書の写し（平成13年分）�
　　　　　　　⑤所得証明書（平成12年分）�
　　　　　　　⑥その他�
７．受付期間　平成14年５月10日（金）�
　　　　　　　　　～平成14年５月20日（月）�
８．入居者選考　申込み多数の場合は、抽選に　
　　　　　　　より決定します�
９．入居時期　平成14年６月１日予定�

　４回戦に臨んだプロボク
サーの真木和雄さんが、１
ラウンド１分37秒に見事Ｋ
Ｏ勝ちをおさめました。試
合後のインタビューでは「こ
れから一戦一戦を頑張って、
ボクシングを極めたい」と
力強くコメント。次の試合
（６回戦）も是非、頑張っ
てください。�

故 

濱
�
善
晴
氏�

今
年
２
月
16
日
に
亡
く
な

ら
れ
た
、
濱
�
善
晴
氏
に

生
前
・
町
収
入
役
と
し
て
、

町
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
対
し
ま
し
て
、

勲
五
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。�

※お問い合わせ　建設経済課（1892－2224）まで�

「THE STANDARD スタンダード」展で�
生活文化賞受賞�

　３月末に日本ファッション協会から、直
島コンテンポラリーアートミュージアム館
長福武總一郎氏と直島町長�田孝夫氏が連
名で生活文化賞を受賞されました。「子ど
もたちのための夢のある島をつくりたい」
との（株）ベネッセコーポレーションの構想と
その構想に共感した直島町の取り組みが評
価されたものです。�

（写真提供 山陽新聞社）�
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① 「共創の森づくり」はどこで実施された？�
　 Ａ　家島　　　　 Ｂ　荒神島　　　 Ｃ　葛島�
② 4月28日（日）に開催されたイベントは何祭り？�
　 Ａ　つつじ　　  　Ｂ　チューリップ　Ｃ　さくら�
③ 町営バスの運行開始予定は？�
　 Ａ　５月 　　 　　Ｂ　６月　　 　　 Ｃ　７月�

【応募方法】�
　はがきに答えの記号（例①－Ａ）、住所（地区）、氏名、年齢、広報
についてご意見、要望などを書き添えて応募してください。�
　全問正解者の中から、抽選で5名の方に500円の図書券をプレ
ゼントします。応募は一世帯一通に限ります。�
　締切り／5月20日（月）（当日消印有効）�
　宛　先／〒761－3110 直島町1122－１ 直島町役場総務課�

「広報クイズ」係�
【4月号の当選者】（4月号の答えは①A・②C・③Cでした。）�
 応募総数6通（順不同・敬称略）�
林　千代枝（宮ノ浦）・宮田タカ子（宮ノ浦）・宮田　弘樹（宮ノ浦）�
蓬　潤之介（鷲ノ松）・石川　友広（ヘ　キ）

2002.5

答えは、今月号の広報紙の中にあります。�

�

チャレンジ！ 広報クイズ�チャレンジ！ 広報クイズ�
皆さんの応募をお待ちしています。�

世帯数�
人　口�
　男�
　女�

1,486�
3,622�
1,782�
1,840

（+ 9 ）�
（+12）�
（+ 7 ）�
（+ 5 ）�

● 町 の 人 口 ●�

５月1日現在（先月比）�

町の面積　　14.22 k㎡�

●直島町のホームページ●�

●電子メール●�

◆わが家のスター◆�
　6月号は、6月生まれのお子さんです。�
　写真と両親からのメッセージを添えてください。�

◆俳句・川柳コーナー◆�
　テーマは自由です、自分の作品に自信がない方でも気軽にご応募ください。�

◆ミニギャラリー◆�
　得意な「絵」を描いて送ってみませんか？「絵」ならなんでも結構です。�

応募方法�
　官製はがき、または封筒に住所（地区）・氏名・年齢・電話番号をお
　書き添えのうえ次の宛先に5月20日（月）（当日消印有効）までに
　ご応募ください。�

宛 　 先�
　〒761－3110　直島町1122－1�
　　直島町役場総務課　「広報なおしま○○○コーナー」�

広�報�

■発行／平成14年5月10日■編集／直島町役場総務課0７６１ー３１１０香川郡直島町１１２２ー１■印刷／山陽印刷（株）■�

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。�

�

※みなさんチャレンジ！広報クイズにどしどし応募ください。�

本　村　山口愛子さんの作品�

山

口

大

輝
ち
ゃ
ん（
１
歳
）�

宮
　
社
　
雅
人
／
衣
恵
さ
ん
の
次
男�

Ｈ
１３
・
５
・
２５
生�

●
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と
��

�

　
１
歳
の
お
た
ん
生
日
お
め
で
と
う
！
こ

れ
か
ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
で

健
や
か
に
。
大
き
く
な
あ
れ
。�

だ
い�

き�

●
長
年
の
頬
被
り
遂
に
口
滑
り�

　
　
自
か
ら
洩
ら
す
時
効
と
言
う
襤
褸�

●
知
恵
絞
り
得
た
大
物
椅
子
危
う
し
や�

　
　
気
付
く
に
遅
し
無
念
に
と
泣
く�

宮
ノ
浦
　
新
田
美
代
子
さ
ん�

�

●
在
宅
の
　
亭
主
　
動
か
ず
　
女
房
不
満�

●
ラ
ン
ド
セ
ル
　
頭
と
手
足
出
て
　
一
年
生�

本
　
村
　
西
村
　
笑
子
さ
ん�

�

●
寒
く
て
も
何
は
と
も
あ
れ�

　
　
急
が
ね
ば
沈
ん
で
仕
舞
う
双
海
の
達
磨�

●
歩
い
て
も
歩
い
て
も
ま
だ
先
が
あ
る�

　
　
梅
を
一
輪
手
折
り
て
歩
く�

宮
ノ
浦
　
　
山

小

僧
さ
ん��

玉野市休日当番医　市外局番（０８６３）�

※診察時間は、午前９時から午後５時まで�
※休日当番医は都合により変更することがあります。�

問い合わせ先：玉野市医師会　1（0863）21－3953

日� 内　　　　　科� 外　　　　科�

19

5月�
12

たなべ内科�
（八浜）51－3600

井上内科医院�
（玉）21－2074

三宅内科外科医院�
（槌ヶ原）71－2277

6月�
2

水田小児科医院�
（宇野）31－1350

田川医院�
（和田）81－8345

中谷外科病院�
（田井）31－2323

こやま医院�
（八浜見石）51－3333

東医院�
（玉原）31－7811

佐野整形外科医院�
（宇野）21－2924

26
長崎医院�
（用吉）71－4800

松田病院�
（和田）81－7821

玉野市民病院外科�
（宇野）31－2101

9
大萩内科医院�
（胸上）41－1087

油原医院�
（和田）81－8235

大西病院�
（田井）33－9333

ボ
　
ロ�
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